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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第３四半期連結
累計期間

第86期
第３四半期連結
会計期間

第85期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 32,646,6309,845,80043,042,073

経常利益（千円） 1,937,548472,7083,232,497

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
721,711△436,7681,558,596

純資産額（千円） ― 26,039,51225,919,322

総資産額（千円） ― 35,006,13134,804,312

１株当たり純資産額（円） ― 983.27 978.29

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（円）
27.70 △16.77 59.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― ― ―

自己資本比率（％） ― 73.2 73.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,510,016 ― 2,275,034

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,291,330 ― △4,166,728

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,012,524 ― 150,966

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） ― 4,901,2964,281,255

従業員数（人） ― 965 875

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 965     

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 802     

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【営業実績の状況】

営業実績を示すと次のとおりであります。

セグメント別 作業種別
当第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）
売上金額（千円）

港湾運送事業

船内荷役 1,982,693

はしけ運送 33,816

沿岸荷役 1,781,460

小計 3,797,970

その他運輸関連事業

倉庫保管 583,692

海上運送 1,415,323

陸上運送 1,336,184

附帯作業 2,649,479

手数料 63,150

小計 6,047,830

合計 9,845,800

　（注）１．売上高の10％以上に該当する売上先はありません。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1)経営成績の分析　

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した金融危機により、

株価の下落、急激な円高の進行が発生いたしました。また、世界経済が一段と悪化する中で、輸出は減速し、設備投資

や生産の不振から雇用は急速に悪化しつつあり、景気の落ち込みは深刻なものになっております。

名古屋港全体におきましても、輸出貨物につきましては、自動車、自動車の部品等が落ち込み、全体としても大幅に

減少いたしました。一方、好調であった輸入貨物につきましても、原油及び粗油が伸び悩み、全体としても減少傾向で

推移し、極めて厳しい状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは営業活動に鋭意努力を重ねましたが、貿易の低迷による取扱数量の減少に

より、当第３四半期連結会計期間の売上高は98億4千5百万円となりました。 

利益面におきましては、営業利益は4億3千4百万円、経常利益は4億7千2百万円を計上したものの、四半期純損失は4

億3千6百万円となりました。　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。　

港湾運送事業におきましては、売上高が37億9千7百万円、その内訳は、船内荷役料19億8千2百万円、はしけ運送料3千

3百万円、沿岸荷役料17億8千1百万円であります。　

その他運輸関連事業におきましては、売上高が60億4千7百万円で、その内訳は、倉庫保管料5億8千3百万円、海上運送

料14億1千5百万円、陸上運送料13億3千6百万円、附帯作業料26億4千9百万円、手数料6千3百万円であります。

なお、第１四半期連結会計期間より連結対象子会社となりました伊勢湾北方環保科技(天津)有限公司及び

ISEWAN(THAILAND) CO.,LTD.は、その他運輸関連事業に含まれております。　

 

(2)財政状態の分析

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保、及び健全なバランスシートの維持を財務方針

としております。　

（総資産）　

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2億1百万円増加して350億6百万円とな

りました。このうち、流動資産は4億3千2百万円減少して121億5千万円、固定資産は6億3千4百万円増加して228億5千5

百万円となりました。流動資産の減少の主な要因は、売掛金の減少によるものであります。固定資産の増加の主な要

因は、弥富物流センターの完成によるものであり、一方、減少の主な要因は、投資有価証券の評価損による減少及び第

１四半期連結会計期間より連結対象子会社となりました伊勢湾北方環保科技(天津)有限公司の影響に伴う出資金の

減少によるものであります。

（負債）　

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ8千1百万円増加し89億6千6百万円となり

ました。このうち、流動負債は1億5千8百万円減少して60億6千1百万円、固定負債は2億3千9百万円増加して29億5百万

円となりました。流動負債の減少の主な要因は、買掛金の減少によるものであり、固定負債の増加の主な要因は、長期

借入金の増加によるものであります。　

（純資産）　

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1億2千万円増加し260億3千9百万円とな

りました。このうち、株主資本は9千9百万円増加して253億7千7百万円、評価・換算差額等は7百万円減少して2億3千2

百万円、少数株主持分は2千8百万円増加して4億2千9百万円となりました。株主資本の増加の主な要因は、利益剰余金

の増加によるものであります。　　
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(3)キャッシュ・フローの状況　

当第３四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、49億1百万円となりま

した。　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果得られた資金は、9千9百万円となりました。　

主な内訳は、売上債権の減少額5億7百万円である一方で、賞与引当金の減少額3億9千万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用された資金は、3億2千万円となりました。　

主な内訳は、有形固定資産の取得による支出3億1千万円、投資有価証券の取得による支出5百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果使用された資金は、6億4百万円となりました。　

主な内訳は、長期借入金の返済による支出3億5千3百万円、親会社による配当金の支払額2億3千2百万円でありま

す。　

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(5)研究開発活動　

該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売買等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,487,054 27,487,054
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 27,487,054 27,487,054 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
― 27,487,054 ― 2,046,941 ― 1,374,650

 

（５）【大株主の状況】

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式　509,000　　
― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)

普通株式　123,000
― 同上

完全議決権株式(その他)
  普通株式

26,603,000　

    

26,603
同上

単元未満株式 普通株式　252,054 ― ―

発行済株式総数 27,487,054 ― ―

総株主の議決権 ― 26,603 ―

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

伊勢湾海運株式会社

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
509,000 －　 509,000 1.85

(相互保有株式)

株式会社コクサイ物流

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
5,000 －　 5,000 0.01

(相互保有株式)

株式会社アオイ

愛知県豊橋市神野新田町

ルノ割22番地の1
118,000 －　 118,000 0.42

計 ― 632,000 －　 632,000 2.29

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の自己保有株式数は511,000株であります。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 600 619 615 615 560 518 496 470 460

最低（円） 590 545 560 560 496 490 390 430 426

　（注）　最高・最低株価は名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,053,296 4,281,255

受取手形及び売掛金 6,170,735 7,299,544

有価証券 12,606 3,177

繰延税金資産 319,303 506,203

その他 613,220 505,330

貸倒引当金 △18,988 △12,740

流動資産合計 12,150,174 12,582,771

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,552,255

※1
 4,958,382

機械装置及び運搬具（純額） ※1，※2
 1,224,203

※1，※2
 1,123,848

土地 8,800,897 8,341,015

建設仮勘定 329,577 1,421,700

その他（純額） ※1
 227,488

※1
 190,175

有形固定資産合計 18,134,422 16,035,122

無形固定資産

その他 7,530 7,205

無形固定資産合計 7,530 7,205

投資その他の資産

投資有価証券 1,902,129 2,541,530

長期貸付金 948,367 894,311

繰延税金資産 298,160 469,927

出資金 778,251 1,524,920

その他 819,101 778,650

貸倒引当金 △32,005 △30,127

投資その他の資産合計 4,714,004 6,179,213

固定資産合計 22,855,957 22,221,541

資産合計 35,006,131 34,804,312
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,651,427 3,280,966

短期借入金 147,502 －

1年内返済予定の長期借入金 1,419,276 144,276

未払法人税等 65,714 911,239

賞与引当金 393,180 777,950

環境対策引当金 130,000 －

その他 1,254,499 1,105,189

流動負債合計 6,061,599 6,219,621

固定負債

長期借入金 426,256 293,213

退職給付引当金 2,206,970 2,123,456

長期預り保証金 12,518 12,141

その他 259,274 236,557

固定負債合計 2,905,019 2,665,368

負債合計 8,966,618 8,884,989

純資産の部

株主資本

資本金 2,046,941 2,046,941

資本剰余金 1,463,436 1,463,436

利益剰余金 22,543,672 22,422,320

自己株式 △676,595 △655,106

株主資本合計 25,377,454 25,277,591

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 173,877 240,492

為替換算調整勘定 58,641 －

評価・換算差額等合計 232,519 240,492

少数株主持分 429,538 401,237

純資産合計 26,039,512 25,919,322

負債純資産合計 35,006,131 34,804,312
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 32,646,630

売上原価 26,293,257

売上総利益 6,353,373

販売費及び一般管理費 ※
 4,570,289

営業利益 1,783,083

営業外収益

受取利息 23,376

受取配当金 50,582

持分法による投資利益 31,164

受取賃貸料 96,477

その他 32,106

営業外収益合計 233,708

営業外費用

支払利息 15,005

為替差損 61,308

その他 2,930

営業外費用合計 79,243

経常利益 1,937,548

特別利益

固定資産売却益 692,552

その他 2,236

特別利益合計 694,788

特別損失

投資有価証券評価損 707,176

環境対策引当金繰入額 130,000

その他 6,972

特別損失合計 844,148

税金等調整前四半期純利益 1,788,187

法人税、住民税及び事業税 702,383

法人税等調整額 356,325

法人税等合計 1,058,708

少数株主利益 7,767

四半期純利益 721,711
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 9,845,800

売上原価 7,942,199

売上総利益 1,903,601

販売費及び一般管理費 ※
 1,469,378

営業利益 434,222

営業外収益

受取利息 11,418

受取配当金 19,234

持分法による投資利益 11,991

受取賃貸料 33,607

その他 12,448

営業外収益合計 88,700

営業外費用

支払利息 5,513

為替差損 44,567

その他 133

営業外費用合計 50,214

経常利益 472,708

特別利益

貸倒引当金戻入額 439

その他 230

特別利益合計 669

特別損失

投資有価証券評価損 707,176

その他 3,448

特別損失合計 710,624

税金等調整前四半期純損失（△） △237,246

法人税、住民税及び事業税 14,228

法人税等調整額 190,202

法人税等合計 204,431

少数株主損失（△） △4,909

四半期純損失（△） △436,768
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,788,187

減価償却費 813,596

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,126

賞与引当金の増減額（△は減少） △384,770

環境対策引当金の増減額（△は減少） 130,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 83,510

受取利息及び受取配当金 △73,958

支払利息 15,005

為替差損益（△は益） 52,941

持分法による投資損益（△は益） △31,164

投資有価証券評価損益（△は益） 707,176

有形固定資産売却損益（△は益） △692,552

有形固定資産除却損 1,697

売上債権の増減額（△は増加） 1,135,084

仕入債務の増減額（△は減少） △629,766

その他 72,987

小計 2,996,101

利息及び配当金の受取額 66,197

利息の支払額 △16,159

法人税等の支払額 △1,536,122

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,510,016

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,491,881

有形固定資産の売却による収入 697,008

投資有価証券の取得による支出 △129,284

無形固定資産の取得による支出 △812

定期預金の預入による支出 △152,000

貸付けによる支出 △206,856

貸付金の回収による収入 2,800

その他 △10,304

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,291,330

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 147,502

長期借入れによる収入 2,560,000

長期借入金の返済による支出 △1,151,957

自己株式の売却による収入 2,520

自己株式の取得による支出 △23,962

配当金の支払額 △501,599

少数株主への配当金の支払額 △17,360

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,618

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,012,524

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 215,022

現金及び現金同等物の期首残高 4,281,255

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 405,018

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,901,296
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、ISEWAN(THAILAND)CO.,LTD.及び伊勢湾北方環保科技

（天津）有限公司は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。　　

 (2)変更後の連結子会社の数　

４社　

２．会計処理基準に関する事

項の変更　

(1)リース取引に関する会計基準の適用　

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。　

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は、ありません。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。　

 

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

記載すべき事項はありません。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,803,062千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,970,110千円で

あります。

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　　

機械装置　　　　　　　　　　　　　   8,110千円　　

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　

機械装置　　　　　　　　　　　　　　8,110千円　

３　保証債務　

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金等に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。　

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社　 172,100千円

 (172,100)

大阪港総合流通センター株式会社　 169,963 

 (169,963)

株式会社ワールド流通センター　 1,864,700 

 (1,864,700)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 14,388,960 

 (575,558)

合計　 16,595,723千円　

 (2,782,322)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。　

３　保証債務

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金等に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社 181,000千円

 (181,000)

大阪港総合流通センター株式会社　 180,913 

 (180,913)

株式会社ワールド流通センター　 2,029,200 

 (2,029,200)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 9,823,413 

 (392,936)

合計　 12,214,526千円　

 (2,784,050)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。

４　受取手形裏書譲渡高

            71,888千円　　

４　受取手形裏書譲渡高

72,750千円　
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 325,185千円

給与手当 2,252,233 

退職給付費用 126,823 

賞与引当金繰入額　 215,343 

減価償却費　 124,947 

その他　 1,525,756 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 107,999千円

給与手当 571,797 

退職給付費用 41,823 

賞与引当金繰入額　 215,343 

減価償却費　 43,643 

その他　 488,771 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年12月31日現在）　

 

現金及び預金勘定 5,053,296千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △152,000 

現金及び現金同等物 4,901,296千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　27,487千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 　1,441千株

３．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 270,138 10平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金　

平成20年11月10日

取締役会
普通株式 269,776 10平成20年９月30日平成20年12月５日利益剰余金

４．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）

 
港湾運送事業
（千円）

その他運輸関
連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 3,797,9706,047,8309,845,800 ― 9,845,800

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 3,797,9706,047,8309,845,800 ― 9,845,800

営業利益 170,193 513,056 683,249(249,027)434,222

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

 
港湾運送事業
（千円）

その他運輸関
連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 12,230,92820,415,70232,646,630 ― 32,646,630

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 12,230,92820,415,70232,646,630 ― 32,646,630

営業利益 728,2531,748,4672,476,720(693,636)1,783,083

　（注）１　事業の区分は、事業の性質及び営業取引の類似性を勘案して区分しております。

２　各事業区分の主要な内容

港湾運送事業……港湾の船内荷役、沿岸荷役、はしけ運送の各事業

その他運輸関連事業……海上・陸上運送、附帯、倉庫、一般廃棄物及び産業廃棄物の運送ならびに再生処理、

一般貨物自動車運送の各事業 
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。　　

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。　

 

（有価証券関係）

記載すべき事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。　

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 983.27円 １株当たり純資産額 978.29円

（注）1株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 26,039,512 25,919,322

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 429,538 401,237

（うち少数株主持分） (429,538) (401,237)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（千円） 25,609,974 25,518,084

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株）
26,045 26,084

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 27.70円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △16.77円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 721,711 △436,768

普通株主に帰属しない金額（千円）     ―    ― 

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
721,711 △436,768

期中平均株式数（千株） 26,055 26,047

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　

２【その他】

第86期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、

平成20年11月10日開催の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①配当金の総額・・・・・・・・・・・・269百万円

②１株当たりの金額・・・・・・・・・・10円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・平成20年12月5日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成21年２月９日

伊勢湾海運株式会社  

取締役会　御中   

 監査法人トーマツ 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 蛯原　新治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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